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2012年 3月 7日に発生したX5.4フレア：太陽表面における磁場・速度場の特徴
X5.4 flare on 7 March 2012: magnetic and velocity properties at the solar surface
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太陽フレアは、磁力線の捻れとしてコロナに蓄積された自由エネルギーが突発的に解放され、場合によっては宇宙空
間へコロナプラズマの噴出を伴う。捻れた磁力線の形成やフレア発生のトリガー機構はまた良く理解できていない。特
に、大フレアを引き起こす磁気中性線付近で観測されるダイナミカルな振る舞いについては観測例が乏しい。本講演は、
2012年 3月 7日に発生した X5.4クラスのフレアについて、特に太陽表面で観測される磁場・速度場の特性について議
論する。このフレアに伴うコロナ質量放出 (CME)は惑星間空間に伝播して、3月 9日に大きな磁気嵐を発生させている。
講演で議論する予定の特筆すべきことの一つに、磁気中性線にほぼ沿って観測された高速の物質流がある。この中性線
は、主エネルギー解放領域に形成されたフレアループの足元を示すフレアリボンの中間付近に存在する。この高速流が
観測された磁場は、磁気中性線に沿って形成された太陽面にほぼ平行な磁場である。また、この流れはフレア発生の少
なくとも 6時間以上前には現れ、フレア発生後も数時間は継続的に見られる。観測データは、この流れは磁気浮上や磁
気中性線へ向う収束流ではなく、むしろ磁気中性線に沿って磁気シアを増加させ、爆発的フレア発生にとって好ましい
磁場構造を作っていく役割をする物質流であることを示唆している。
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